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エルヴィエム美術館訪問

アメリカ・エルヴィエム美術館に肱川町の使節が訪問し、歌麿版画復刻のお礼や

今後の協力依頼などを行いました。（詳細記事は公民館報に掲載）

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町報＝

0朝市トピック・・・・・・・
奎議会、国内 3美術館を視察....

奎肱川町の介護保険料・

清平成12年消防出初式

0お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

0林構だより
層社協だより

~3 月のカレンダー
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＝森林組合だより ＝

〶第49回肱川町森林組合通常総会開催 ••• 14

層木材・椎茸市況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

＝公民館報＝

慢エルヴィエム美術館訪問・・・ ・ ・・ ・ • • 1 6

衝文化協会（吟行会・囲碁大会）・・・17

~ASUKA青年団だより ・ ・・・ ・ ・・・・ 19

人口 3,204人 (-9)

男 1,5 3 5人 (-2)

女 1,669人 (-7)

世帯数 1,064職(-2)

（平成12年2月29日現在）
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唸。＠。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 図 (2) 

今
年
の
冬
は
、
年
明
け
か
ら

寒
い
日
が
続
き
、
そ
の
上
日
曜

日
と
な
る
と
必
ず
雨
。
し
か
し
、

そ
ん
な
風
雨
の
強
い
日
の
日
曜

市
で
も
、
朝
八
時
過
ぎ
に
は
決

ま
っ
て
二
、
三
台
の
車
が
待
ち

か
ね
た
よ
う
に
入
っ
て
き
ま
す
。

「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
先
週
頼
ん

だ
も
の
持
っ
て
き
て
く
れ
た
？
」
。

「
持
っ
て
き
た
け
ど
、
余
計

無
か
っ
た
ん
よ
」
。

「
い
い
、
い
い
。
こ
れ
で
十

分
。
助
か
る
わ
：
あ
り
が
と
う
」
。

ま
た
、
別
の
お
客
さ
ん
は
、

「あ
れ
ぇ
'
•
こ
れ
フ
キ
ノ
ト

ウ
？
い
い
な
ぁ
、
こ
れ
全
部
も

ら
う
わ
」
。

こ
ん
な
対
話
か
ら
今
日
も
日

朝市トピック

いま朝市がおもしろい

およりんか特産B曜市

曜
市
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
近
は
無
い
物
ね
だ
り
の
お

客
さ
ん
も
あ
っ
て
、
「
来
週
は

あ
れ
も
っ
て
き
て
？
」
と
か
、

「
画
材
に
す
る
ん
で
す
が
、

0

0
を
探
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

と
か
頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す。
そ
ん
な
時
は
、
引
き
受
け
た

当
番
さ
ん
は
大
変
。
早
速
翌
日

か
ら
山
歩
き
で
す
。

運
良
く
見
つ
か
っ
て
約
束
の

日
依
頼
主
に
渡
す
と
、
「
ま
あ

．．． 
嬉
し
い
1
•

あ
り
が
と
う
」
。

そ
の
一
言
で
、
バ
ラ
が
き
も
足

の
痛
み
も
ふ
っ
飛
ん
で
し
ま
う
。

も
う
一
っ
、
そ
こ
か
ら
新
し
い

交
流
が
芽
生
え
る
の
で
す
。

日
曜
市
の
魅
力
の
―
つ
は
、

単
に
生
産
者
が
消
費
者
に
直
接

産
物
を
売
る
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
過
程
で
売
り
手
と

買
い
手
の
対
話
が
弾
み
、
そ
こ

か
ら
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

特
産
日
曜
市
は
、
「
ま
ず
町

内
の
野
菜
の
自
給
体
制
を
！
」

と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
が
、
実
際
に
は
町
内
に
と
ど

ま
ら
ず
町
外
へ
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
消
費
者
の
食
物
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
が
確

実
に
変
化
し
て
い
る
現
れ
だ
と

言
え
ま
す
。

そ
の
―
つ
は
、
ひ
と
こ
ろ
の

「
安
く
て
新
鮮
で
安
全
な
物
」

か
ら
も
う
一
歩
進
ん
で
、

「
旬

の
本
物
の
味
」
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
便
利
な
場
所

に
あ
れ
だ
け
ス
ー
パ
ー
が
あ
る

の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
ま
で
来

る
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
者
の
食
物
に
対
す
る
不

安
は
、
最
近
特
に
際
立
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
の
背

景
に
は
、
あ
の
一
九
七

0
年
代

か
ら
始
ま
っ
た
複
合
汚
染
、
そ

し
て
放
射
能
汚
染
、
ま
た
得
体

の
知
れ
な
い
成
人
病
や
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
慢
性
疾
患
等
々

に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
原
因
は

日曜市のときは、特産開発センターは多くの

お客さんと車でにぎわいます

何
な
の
か
を
考
え
始
め
た
結
果

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
今
、
そ
れ
ら
の
要
因

が
お
よ
そ
日
常
の
食
生
活
と
食

物
に
行
き
着
く
こ
と
と
な
る
よ

う
で
す
。

季
節
に
春
夏
秋
冬
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
で
育
つ
人
間
の
身
体
に
も

同
じ
よ
う
に
季
節
の
移
ろ
い
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

従
っ
て
大
自
然
の
偉
大
な
営

み
の
中
で
、
そ
の
気
候
風
士
の

恵
み
を
い
っ
ぱ
い
に
う
け
て
育
っ

た
旬
の
野
菜
や
果
物
、
そ
し
て

山
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
食
卓
に

の
せ
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
健
康

の
秘
訣
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、

今
日
も
こ
だ
わ
り
の
特
産
日
曜

市
：
．、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
ど
う
ぞ
立
ち
寄
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
仲
間

に
な
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

ひ
じ
か
わ

特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
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(3) ~毯。⑮。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 臼

一
昨
年
、
町
内
で
発
見
さ
れ

た
喜
多
川
歌
麿
の
浮
世
絵
版
木

を
も
と
に
行
っ
た
版
画
復
刻
や
、

今
後
の
利
活
用
問
題
を
鑑
み
、

町
議
会
と
し
て
も
相
応
の
知
識

を
得
る
た
め
、
去
る
二
月
十
五

日
か
ら
、
国
内
の
三
美
術
館
を

視
察
致
し
ま
し
た
。

以
下
に
、
そ
の
概
要
を
ご
報

告
致
し
ま
す
。

衛
星
放
送
・
通
信
機
器
・
テ

レ
ビ
ア
ソ
テ
ナ
等
を
製
造
販
売

し
て
い
る
会
社
の
一
室
に
、
一

枚
が
時
価
数
億
円
の
絵
画
を
は

じ
め
、
江
戸
期
、
明
治
文
明
開

化
の
浮
世
絵
等
約
五
百
点
を
所

蔵
、
展
示
し
て
い
る
。

洋
画
、
日
本
浮
世
絵
共
に
売

買
や
貸
出
も
行
っ
て
い
る
。

古
美
術
品
は
、
変
色
を
防
ぐ

た
め
、
室
内
の
照
明
に
は
特
に

気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

事
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

マ
ス
プ
ロ
電
工
美
術
館

（
名
古
屋
市
）

北

斎

館

小
布
施
町
は
、
江
戸
期
後
半

の
絵
師
で
、
歌
麿
よ
り
七
才
若

い
「
北
斎
」
が
晩
年
に
長
く
逗

留
し
、
画
業
の
集
大
成
を
は
か
っ

た
場
所
で
あ
る
。

北
斎
が
果
た
し
た
画
業
は
広

く
深
く
、
江
戸
庶
民
の
「
浮
世

絵
」
に
根
ざ
し
な
が
ら
、
北
斎

は
時
代
を
越
え
、
「
世
界
の
文

北

斎

館

（
長
野
県
小
布
施
町
）

肱
川
町
議
会

国
内
の
一
[-
一
美
紺
館
を
視
察

日本浮世絵博物館

現
当
主
、
酒
井
信
夫
氏
（
財

団
法
人
日
本
浮
世
絵
学
会
理
事

日
本
浮
世
絵
博
物
館

（
長
野
県
松
本
市
）

化
巨
匠
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
業

績
を
高
く
顕
彰
さ
れ
て
い
る
。

北
斎
館
は
、
昭
和
五
十
一
年

に
開
館
さ
れ
、
平
成
三
年
に
は

増
改
築
を
果
た
し
、
現
在
、
新

た
な
装
い
の
な
か
で
、
肉
筆
画
、

版
本
を
中
心
と
し
て
、
北
斎
の

画
業
を
広
く
観
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
入
館
者
は
年

間
―
―
―
十
万
人
あ
る
と
い
う
。

館
内
で
は
、
掛
軸
、
絵
葉
書
、

図
書
等
を
販
売
し
て
い
る
。

おひな様に願いをこめて

長
）
は
十
一
代
目
に
あ
た
る
が
、

浮
世
絵
収
集
は
、
六
代
目
（
一

七
七
六
？
一
八
四
i

-

）
か
ら
始

ま
っ
て
い
て
、
そ
の
数
は
十
万

点
に
も
及
ぶ
と
い
う
。

館
は
、
十
代
目
藤
吉
氏
が
弟

二
人
と
設
立
し
て
い
て
、
館
内

で
は
二
百
点
ほ
ど
の
展
示
品
と
、

浮
世
絵
の
コ
ピ
ー
、
図
書
な
ど

多
数
販
売
し
て
い
る
。

ス
ラ
イ
ド
室
で
は
、
館
長
の

説
明
に
よ
り
、
江
戸
末
期
の
浮

世
絵
師
歌
川
広
重
ら
の
絵
を
見

こ。f
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三
月
四
日
、
恒
例
の
ひ
な
流

し
が
鹿
野
川
河
原
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
中
央
老
人
ク
ラ
ブ
と
小

藪
老
人
ク
ラ
ブ
、
中
野
幼
稚
園

が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
お
じ
い
さ
ん
た
ち
に

桟
橋
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
自

分
で
作
っ
た
お
ひ
な
様
を
川
に

流
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
流
れ
て
い
く

お
ひ
な
様
に
そ
れ
ぞ
れ
お
祈
り

を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

の
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ソ
ト
を
手

に
、
元
気
に
幼
稚
園
へ
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。

副

議

長

沖

浦

賢

嗣



柩毯。⑬。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 且 (4)

決まりました肱川町の介護保険料

いよいよ4月から介護保険制度がスタートします。
65歳以上の保険料については、昨年7月から介護保険事業計画策定委員会を設置して肱川町ではど
れくらいのサービス利用者がいるか、また、どれくらいの介護サーピスが提供できるかなど検討を行

い、第1号被保険者に占めるサーピス利用率が12.68%、うち在宅サーピス利用率9.28%・施設サー
ビス利用率3.40％と推計し算出した保険料が3月議会で承認されました。

65歳以上の方の保険料（第 1号被保険者）

●基準月額 2,349円
●保険料は、上記の基準月額をもとに年額で算出 し、次のとおり所得によって 5段階に調整されます。 （年額）

第 1段階
生活保護受給者の方及び老齢福祉年金

2,349円 X0.50Xl2月 14,100円
受給者かつ住民税世帯非課税の方

第 2段階 世帯全員が住民税非課税の方 2,349円 X0.75X12月 21,100円

第 3段階 本人が住民税非課税の方 2,349円 X1. 00 X 12月 28,200円

第 4段階
本人が住民税課税の方

2,349円 X1. 25 X 12月 35,200円
（所得金額250万円未満）

第 5段階
本人が住民税課税の方

2,349円 X1. 50 X 12月 42,300円
（所得金額250万円以上）

⑮第1号被保険者の保険料は国の特別対策により12• 13年度は次のように軽減されます。 （表l参照）
●12年4月から 9月までは保険料を徴収しません。
●12年10月から13年9月までは半額徴収になります。したがって13年10月からが本来の保険料額とな

ります。

※ 表 1（平成12年度～14年度保険料） （年額：円）

年 度 第 1段階 第 2段階 第 3段階 第4段階 第 5段階

12年度保険料（通常の1/4) 3,500 5,300 7,000 8,800 10,600 

13年度保険料（通常の3/4) 10,600 15,900 21,100 26,400 31,700 

14年度保険料（通常） 14,100 21,100 28,200 35,200 42,300 

●保険料の納め方

●原則として年金額が年間18万円以上の人は天引き（年間18万円未満の人は普通徴収になります。）

40~64歳の方の保険料（第2号被保険者）

国民健康保険に加入している方／約29,000円（年額）

●本人が2分の 1、国が 2分の 1の割合で負担します。所得割、資産割等により金額が異なります。

●現在の国民健康保険税に介護保険料分を上乗せして国民健康保険税として町に一括して納めます。

職場の健康保険に加入している方／加入している健康保険ごとの算定方法で決まります。

●原則として本人が 2分の 1、事業主が 2分の 1の割合で負担します。

●現在の健康保険などの保険料に介護保険料分を上乗せして保険料の形で給料から差し引かれます。

要介護認定審査状況(2月末現在）

●認定者数 110人

内非該当 15人 要支援 21人 要介護 1~5 74人



(5)霰。⑲。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 且

標語で防火をよびかける

はしご操法

中士沖上城中冨思
田居野田戸本永田

健裕祐恒由祐光孝
ーニ也雄幸市明幸

功
績
章

第
二
分
団
分
団
長
松

田

龍

明

一． n1: 「二、
..— 

分列行進（第 2分団）

新
春
を
飾
る
肱
川
町
消
防
出

初
式
を
二
月
十
一
日
、
肱
川
中

学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

朝
の
冷
気
が
残
る
午
前
九
時

三
十
分
、
開
式
を
告
げ
る
花
火

の
音
に
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
整
列
体
形
な
ど
新

し
い
形
で
の
出
初
式
と
な
り
、

当
日
の
出
動
団
員
は
、
団
長
以

下
百
五
十
一
人
で
し
た
。

ま
ず
服
装
点
検
、
機
械
器
具

点
検
、
訓
練
披
露
で
は
ポ
ソ
プ

操
法
、
は
し
ご
操
法
、
部
隊
訓

練
と
、
次
々
に
き
び
ぎ
び
と
し

た
動
作
で
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
に
会
場
の
人
た
ち

か
ら
大
き
な
拍
手
を
あ
び
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
大
洲
消
防
川
上
支
署

に
よ
る
、
高
層
階
の
火
災
現
場

か
ら
の
救
出
訓
練
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
年
に
わ
た
る
消

防
活
動
へ
の
功
績
を
た
た
え
、

三
瀬
次
男
団
長
ほ
か
二
十
九
人

団
員
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。列
席
の
来
賓
か
ら
は
、
消
防

団
に
対
す
る
激
励
な
ど
多
く
の

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

平
成
12
年
消
防
出
切
式

る
消
防
団

最
後
に
、
鹿
野
川
河
原
で
全

分
団
と
川
上
支
署
の
ポ
ソ
プ
十

二
台
に
よ
る
一
斉
放
水
で
壮
観

な
風
景
を
見
せ
、
出
初
式
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

団
員
の
皆
さ
ん
、
町
民
の
生

命
•
財
産
を
守
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
訓
練
に
励
み
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。表
彰
を
う
け
た
団
員
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

•
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章団

長

三

瀬

次

男

●
愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章

第

三

分

団

団

長

冨

永

武

雄

大
洲
消
防
川
上
支
署

司

令

補

芝

田

隆

•
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
(10名）

勤
続
章

第
四
分
団
部
長

第
一
分
団
班
長

第
一
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
班
長

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
班
長

第
四
分
団
班
長

第

五

分

団

班

長

三

瀬

哲

也

•
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長

表
彰

(12人）

勤
続
章

第

一

分

団

団

員

西

田

幸

夫

第

一

分

団

団

員

二

宮

孝

志

第
一
分
団
団
員
子
茂
田
友
重

第

一

分

団

団

員

上

野

英

喜

第

一

分

団

団

員

今

岡

清

志

第

三

分

団

団

員

新

実

雄

第

三

分

団

団

員

岡

本

勝

也

第

三

分

団

団

員

樽

川

直

重

第
四
分
団
団
員
万
願
寺
直
記

第

四

分

団

団

員

山

本

裕

之

第

四

分

団

団

員

松

田

洋

幸

第
四
分
団
団
員
河
野
圭
一

●
肱
川
町
長
表
彰

(
5人）

第

五

分

団

団

員

橋

本

孝

博

第

一

分

団

団

員

冨

永

幸

広

第

三

分

団

団

員

平

田

満

弘

第

三

分

団

団

員

岩

野

敬

二

第

四

分

団

団

員

山

下

敦

愛媛県消防協会長表彰受賞 ポンプ操法
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璽
鸞
喜
塁

喜
鸞
喜
翌
璽

詞
汀
〗
涵
映
'
[

箱
母
唸
認
・
'
1
3

、:`
：各

亨匡匡

摩‘さ＂＂仇）恐

翌
混
•
箆
翌
＂
＊
曼
＂
心
，
．

9・

翠
匁
翌
日
[

ど`・

？
 

；ぶ
g••••••• 

、．．．
 

J.r
条

直り・因―
E
-

＂．g
．．
 

を

ら
ヽ
し
苔

叩
さ
ヽ

．，．
J

｀
4
.

".40 

.
9

ヽ
ら
―
•
•
C
.ー-
．
C

..
 

そ．，
．．
 
，．．．ん
．．
 

各
§
`
、
し
日
[

§
 

、.‘"c3 

ム

呵

．

，

9
i

t
.
,．
，r盆
誓

t
'
•
1
L.

ふ
rJ

、
•• 
，
 

•. 
‘.
9

・『ヽ
・

舌

-A1

タ
・ヽ

又
i

r
茶

｀

g

.

a

 
•• 
-
‘
"
•
も

,．‘
,
 

を

0
t
 

，
こ
｀
~

... A

.
＇ 

声
2

信
｀
恥
月
召

喜
、C
v

.

＾
•
]
〗

笈

、
.t

ゅ＂彎亨.
9g 
吝ge 

君
肉
｀
玉
案
喜

璽
圏
；
〉
｀
＂

．闘

羹
恕
ゞ
こ
f5

量
翌
器
闘
知
就

g
gツ・
3
.
＂

.g.2ふり^
忍

g.＂
.g•. 

,'3""
吝

¥Yg尻
．．．
 
、．ヽ．；
．ぷへi

葬
．

5
i
J
'晶

〗
ょ
蛋J

藷誓．り・
5.
＂-§ふ・・一

｀
互
＝
疇
画
〗

ヽ

•
9
.函、i

c
 
吝

洛映ェぇ0の[[
因
喜
い
風
’
唸

鸞
胃
凶

r呂

こ
こ
詈
喜

星
畠
回
疇

妥
芍
Y

:
項
i
2
5い

〗r

・
バ
蛉

胃
叫
応
第
〗

吝̀
.̀

 

も
"

．らt
§
"

｀
f

し・・

合斎‘
、ヘ・03
.ソ

言
冑
藍
”J-＇．
ggg‘"J恣

0
9
3
"ぐざ
各

1
3
「
み
ょ
芯
・"

忠
毒
貸
璧
藍
．
乳
．
o-

り・ゞ・

屯
芯
玄
窄
誓
屯
配
ぷ
j

.,
ャio.”7"
e

．り
・
"
'
C
... 
2
"
↓^
g.ĉ
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彼女は、

当日は、しゃくなげまつり「宝物探し大会」が催されます。

聴撹障害者だった。 あのドラマが映画化に

＊上映場所

風の博物館（多目的ホール）

＊上映作品と上映時間

11 : 00-------11 : 50「アンパンマンとバイキンマン」
「アンパンマン魔女の国へ」

「ウルトラマングラフィティ」

12: 00-------13: 35「君の手が ささやいている」
19:00-------20:35「君の手が ささやいている」
＊入場料金

一 般

小中高生 ・シニア

「風の映画会」会員は無料

シニアとは65才以上の方

障害者手帳保持者は上記金額より200円割引

＊前売券取扱所
バラエティショップ岩田、風の博物館

＊主 催
「風の映画会」実行委員会

（834-2181風の博物館内）

両
親
の
反
対
を
押
し
切
り
、

健
常
者
の
世
界
へ
飛
び
出
し
た

ヒ
ロ
イ
ソ
は
、
聴
覚
障
害
者
だ
っ

た
。
同
僚
の
暖
か
い
支
え
の
中

で
愛
を
育
て
て
い
く
二
人
。
結

婚
を
決
意
し
た
二
人
に
両
親
は

映楽れり 版 ｀えド心
画し‘ ----,当に映 たルよ

せ
もんそ宝日な画 日をい
上でれ物はつ化

に
‘乗返

映もに探‘てに
な

しらムししい当
る彼り事

まおわ大やまた
のの越を
ょ母ぇし

すうせ合くすりーが結な
゜とて な゜全 婚い
ア親がげ

と手 。

二 子催ま
璽語話式
子るでをハ

メでさつ 幕。 迎 I

冷玲玲冷冷冷冷玲冷玲冷冷冷冷玲冷玲冷玲冷冷玲玲冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷玲冷冷冷玲玲冷冷玲玲冷冷冷冷玲冷冷玲玲玲冷冷冷冷玲冷玲冷冷玲

建
設
省
主
催
の

「
第
三
回
山

鳥
坂
ダ
ム
周
辺
整
備
検
討
委
員

会
」
が
、
二
月
二
十
二
日
に
川

上
商
工
会
集
会
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

委
員
は
、
学
識
委
員
と
し
て

柏
谷
愛
大
教
授
、
徳
野
熊
本
大

教
授
、
森
下
淡
水
生
物
学
研
究

所
長
、
池
内
南
海
放
送
総
務
管

理
局
長
と
、
地
元
か
ら
水
没
地

域
代
表
、
団
体
長
、
女
性
・
青

年
代
表
、
議
会
、
行
政
二
十
二

人
が
出
席
、
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
毎
月
行
っ
て
い
る

住
民
に
よ
る
「
風
お
こ
し
ワ
ー

キ
ソ
グ
」
で
検
討
し
て
い
る
①

ダ
ム
湖
の
総
合
的
活
用
②
リ
サ

イ
ク
ル
③
イ
ベ
ソ
ト
研
究
を
中

心
に
、
観
光
と
交
流
、
開
発
と

自
然
環
境
等
に
つ
い
て
議
論
し
、

振
輿
計
画
の
方
向
を
探
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。

中
で
も
、
森
下
所
長
か
ら

「
山
鳥
坂
ダ
ム
と
鹿
野
川
ダ
ム

の
位
置
付
け
の
違
い
」
が
提
起

さ
れ
、
山
鳥
坂
ダ
ム
が
水
源
地

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め

に
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

が
大
き
な
問
題
と
な
る
よ
う
に

「風おこしワーキング」では、

参加メンバーを募集しています。

4月からも、毎月第三木曜日午
後7時半から商工会の2階で行い
ます。

どなたでも結構です。ご参加く

ださい。

●問い合わせ先

名34-2311 ダム対策課

感
じ
ら
れ
ま
す
。

ダ
ム
建
設
の
成
り
行
き
を
見

な
が
ら
、
今
後
も
検
討
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

グ
ム
周
辺
を
ど
う
す
る

で

議

論

委

員

会



(7) 柩毯。⑥。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります

食
事
を
し
て
満
腹
に
な
る
と
、

全
身
が
消
化
の
態
勢
に
入
り
ま

す。
そ
し
て
胃
に
た
く
さ
ん
の
血

液
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
食
後

の
運
動
で
お
腹
が
痛
む
の
は
、

こ
の
血
液
循
環
と
深
い
関
係
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
痛
み
は
胃
で
も
腸
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
心
臓
の
裏
側
の

よ
う
な
体
の
奥
深
く
、
ふ
だ
ん

意
識
し
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が

痛
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
牌
臓
と

い
う
部
分
が
痛
ん
で
い
る
の
で

す。
牌
臓
は
す
べ
て
の
脊
椎
動
物

に
あ
り
、
血
液
に
関
係
の
あ
る

循
環
器
系
に
属
し
て
い
ま
す
。

平
常
時
の
牌
臓
に
は
、
余
分

な
血
液
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
体
の
ど
こ
か
で
多

量
の
血
液
が
必
要
に
な
る
と
、

こ
の
牌
臓
か
ら
血
液
が
補
充
さ

れ
る
わ
け
で
す
。

満
腹
の
時
は
、
胃
か
ら
の
要

請
で
牌
臓
は
け
ん
め
い
に
働
い

て
血
液
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
急
激
な
運

動
を
す
る
と
、
筋
肉
の
方
へ
も

血
液
を
送
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
、
あ
わ
れ
牌
臓
は
雑

巾
を
絞
る
よ
う
に
し
て
血
液
を

絞
り
出
さ
れ
ま
す
。
あ
の
何
と

も
い
え
な
い
痛
み
は
、
こ
の
絞

り
込
ま
れ
る
痛
み
だ
っ
た
の
で

す。
牌
臓
は
長
さ
十
セ
ソ
チ
程
度
、

ふ
つ
う
八
十
ー
百
二
十
グ
ラ
ム

ほ
ど
の
小
さ
い
臓
器
で
す
が
、

痛
み
は
か
な
り
鋭
い
も
の
で
す
。

切
り
取
っ
て
も
命
を
落
と
す

こ
と
が
な
い
た
め
に
、
牌
腫

（
牌
臓
が
肥
大
す
る
病
気
）
の
治

療
で
は
摘
出
手
術
が
ほ
ど
こ
さ

れ
ま
す
。

（町民憲章）

`”如四◎ 誹障害者銀健福祉手帳
引きサービスについて

お父さん

お母さん

健一さん

富美枝さん

中
田
千
鶴
ち
ゃ
ん
（
共
栄
）

平
成
9
年
11
月
15
日
生

2
歳
4
カ
月

は
じ
め
ま
し
て
千
鶴
で
す
。

歌
と
踊
り
と
お
絵
描
き
が
大
好
き
な

女
の
子
で
す
。

毎
日
、
元
気
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ネ
。

り
h

・

り
h

.

h
h

・

り
り
、
編
り
h
り
"

·

り
り

・

、
り

・

り
h

・

り
h

・

り
h
・
り
h
り
り
り
‘
り
＇
り
り
り
ヽ
ヽ

T
.
‘

、

r
.

‘

、

r
』
『

h

・

菖
，
h
‘
~
h

・
“
,
h
‘
h
り
h
り
り
り
り
・

冨
氷
郁
弥
ち
ゃ
ん
（
中
野
）

平
成
9
年

11
月
15
日
生

2
歳
4
カ
月

は
じ
め
ま
し
て
、
郁
弥
で
す
。

寒
い
け
ど
近
く
の
お
友
達
と
一
緒
に
、

外
で
元
気
に
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
す
。

お
菓
子
に
も
目
が
な
い
ん
だ
。

こ
ん
な
ぽ
く
だ
け
ど
、
お
友
達
に
な
っ

て
ネ
。

ひ

ぞ

う

牌

臓

に

つ

い

て

臼

保
健
婦
で

お父さん

お母さん

正剛さん

かおりさん

精神障害者保健福祉手帳を利用すれば、

町営バスにつきましては、身体障害者手帳

と同様に運賃割引を受ける事ができます。

（期間）

4月6日（木）～4月15日（土）

・ （スローガン） ・
“まもりたい幼い命と交通マナー”

o：三三戸ご



1毯。R。⑱ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります

鹿野川しゃくなげまつり行事日程表

（期間3月26日～4月30日）

（町民憲章） 扇 (8)

期 日 時間 行事内容 場 所 備 考

3/26（日） 11 00------ 開幕式 鹿野川園地

4/2（日） 9 00~ 宝物さがし大会 風の博物館 雨天中止あり

8 00~ ゲートポール大会 町民運動場
4/14（金）

9 00~ 丸山公園花の店 丸山公園 ~30日（日）

4/15（土） 10 00,....__, 手販作売りこんにゃく実演 丸山公園 毎週土曜日

9 30~ 肱川町俳句大会 風の博物館

4/16（日） 9 30~ お茶会 風の博物館

10 00,..._, バザー（おでん等） 丸山公園入口 さわやかボランティア

4/23（日） 8 30~ テニス大会 鹿鳴園

4/28（金） 11 00~ 肱川えびね会展示即売会 風の博物館 ~30日（巳）

肱
川
町
の
春
の
風
物
詩

「
鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
」
を
、

今
年
も
三
月
二
十
六
日
（
日
）
か
ら
開
催
し
ま
す
。

丸
山
公
園
や
鹿
野
川
園
地
で
は
、
桜
に
始
ま
り
、
ヤ
マ
ブ
キ
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
エ
ビ
ネ
、
ッ
ッ
ジ
な
ど
、
数
々
の
花
が
皆
さ
ん
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

観
光
協
会
で
は
、
期
間
中
に
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
次
の
日
程
表
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
案
内
し
ま
す
。

学校給食料の改定に ついて

心身ともに成長発達の途上にある子供たちにとって、栄養バランスのとれた食生活をお

くることは、豊かな心や望ましい人間関係を形成するうえからもきわめて重要であり、学

校給食が果たす役割は大きいと言われています。

しかし、学校給食では最近0-157をはじめとする集団食中毒や異物混入等、様々な

問題が起きています。給食センターでもこのようなことのないよう細心の注意をはらい調

理にあたっておりますが、子供さんのおられる家庭では食前の手洗い励行など衛生面での

しつけを充分に行っていただきますようお願いします。

さて、 4月から米穀の国庫補助がなくなることや給食の内容充実のため、学校給食料を

次のように改定することになりました。

関係各位におかれましては、大変ご迷惑をおかけしますが、

いたします。

ご協力の程よろしくお願い

改定額は次のとおりです。
（単位 ：円）

種 別
現

ー食当たり

-
F
 

／イ

月 額 月 額

幼稚園•小学校 225 3. 6 0 0 3,8 0 0 

中 学 生 235 3,700 3,9 0 0 

針問い合わせ先》 肱川町学校給食セ‘ノター

肱川町教育委員会総務学校教育課

TEL 

TEL 

34-2600 

34-3424 
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国 保 ぃこt
 
よ りg:g:g:）
 保険証

’’,．．，,.’’’,．．9,．’’’,．.．．.,‘'，...,.,＇’,.．．．．’’'，．．.．.,'’’’’9,.,.．．．．，’’’’',．.，’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’,．．9,..'’’’’’’’’’’’’’’’9,＇’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’,., 9, 

保険証は、正式には「国民健康保険被保険者

証」といい、一世帯に 1枚交付されます。国保

に加入している証明書であり、お医者さんにか

かるときの受診券でもありますので大切に保管

しましょう。

■こんなときもう 1枚の保険証が交付されます
家族と離れて住むとき

（修学や出稼ぎなど）には、

申請によって2枚目の保
険証が交付されます。

断大敵

■保険証は大切に
①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

交付されたら記載内容の確
認をし、間違いがあれば届
け出ましょう。勝手に書き
直すと無効になります。

お医者さんに預けたままに
せず、必ず手元に保管しま
しょう。

他人との貸し借りは絶対に
しないでください。法律に
より罰せられます。

有効期限が過ぎたものは使
えません。期限がきたらす
ぐに返却し、新しい保険証
と交換を。

コピーした保険証は使えま
せん。

顔見知りのお医者さんでも、
月に一度、必ず保険証を提
出しましょう。

紛失したり、破れて使えな
くなったときはすぐ届け出
て、再交付を受けましょう。

w
'

ユー`

E

人
J

C

)

 

Z

へ．‘
 

ー
ヽ

‘‘’ 
11 ； 

扁如寸

日
増
し
に
暖
か
く
な
る
に
つ

れ
て
ハ
イ
キ
ソ
グ
や
山
菜
取
り

な
ど
に
よ
る
入
山
者
が
、
多
く

な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し

風
の
強
い
日
が
多
く
、
一
年
の

う
ち
で
山
林
火
災
が
最
も
多
く

発
生
す
る
季
節
で
す
。

そ
こ
で
心
配
さ
れ
る
の
が
、

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
集
め
焼

き
な
ど
の
不
始
末
に
よ
っ
て
起

こ
る
山
林
火
災
で
す
。
山
林
で

火
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
集
め
焼
き
を
す
る
場
合
に

は
、
一
度
に
た
く
さ
ん
燃
や

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
集
め
焼
き
や
た
き
火
を
す

る
と
き
は
、
水
バ
ケ
ツ
や
消

火
器
な
ど
を
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

〇
集
め
焼
き
や
た
き
火
を
す

る
と
き
は
監
視
人
を
置
き
、

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

0

山
林
で
の
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

0
気
象
状
況
に
注
意
し
、
風

の
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
き
は
や
め
ま
し
ょ

う。

全
国
統
＿
標
語

「
守
ろ
う
よ
地
球
の
緑
を
火
の
手
か
ら
」

山
林
火
災
の

防
止
に
つ
い
て

工
川上支署
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経営基盤強化林業構造改善事業
（担い手育成型） ・実績報

94,859,000円

60,419,000円

告

総事業費

今年度事業費

表1 経営基盤強化林業構造改善事業（平成10年度認定）

事業種目 事業主体 事業費 事業内容

280秤］ 林構だより発行
組織化推進活動事業 肱 J 11 町

144秤］ 地域協議会開催

受委託推進路網整備事業 肱川町森林組合 94,435秤］ 林道中津大窪線開設

計 94.859秤

表2 ．平成11年度経営基盤強化林業構造改善事業

事業種目 事業主体 事業費 事業内容

140刑 林構だより発行
組織化推進活動事業 肱 J 11 町

144秤］ 地域協議会開催

受委託推進路網整備事業 肱川町森林組合 60. 135刑 林道中津大窪線開設

計 60,419ffl 

林
構
だ
よ
り

平
成
十
年
度
に
肱
川
流
域
町

村
（
長
浜
町
・
内
子
町
・
肱
川

町
・
河
辺
村
・
城
川
町
）
は
林

野
庁
か
ら
経
営
基
盤
強
化
林
業

構
造
改
菩
事
業
計
画
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
も
、
表

1

「
経
営
基
盤
強
化
林
業
構
造
改

菩
事
業
（
平
成
十
年
度
認
定
）
」

の
と
お
り
事
業
認
定
を
受
け
、

事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
度
に
は
、
表
2

「
平
成
十
一
年
度
経
営
基
盤
強

化
林
業
構
造
改
善
事
業
」
の
と

お
り
事
業
を
執
行
し
、
計
画
ど

お
り
事
業
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

現
在
、
国
内
全
域
に
お
い
て

荒
廃
し
た
森
林
が
目
立
つ
よ
う

林
道
中
津
大
窪
線
は
当
町
中

津
地
区
か
ら
、
野
村
町
大
窪
地

区
を
結
ぶ
林
道
と
し
て
か
ね
て

よ
り
要
望
の
あ
っ
た
路
線
で
し

た
。
平
成
十
年
度
に
肱
川
町
の

幹
線
林
道
と
し
て
認
定
さ
れ
、

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
度
に
は
、
延
長

九
百
五
十
一
・
九

m
の
開
設
を

行
い
、
平
成
十
年
度
開
設
分
と

合
わ
せ
総
延
長
は
一
千
四
百
六

十
四
・
六

m
と
な
り
野
村
町
界

ま
で
の
開
設
を
終
了
し
ま
し
た
。

開
設
さ
れ
た
林
道
周
辺
の
森

林
で
は
、
早
く
も
除
・
間
伐
が

林道中津大窪線

竣 工

L =951. 9m 

に
な
り
、
森
林
が
持
つ
保
水
・

水
源
涵
養
・
土
砂
流
出
防
備
機

能
及
び
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
森

林
を
も
う
一
度
見
直
す
動
き
が

活
発
化
し
て
お
り
ま
す
。

当
町
の
林
業
振
興
に
つ
い
て

は
森
林
組
合
が
中
心
と
な
り
各

種
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
荒
廃
し
た
森

林
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
緊

急
に
除
・
間
伐
を
推
進
す
る
こ

間
伐
が
進
む
森
林

と
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
生
産
性
の
高
い
林

業
の
確
立
と
生
活
基
盤
の
強
化

を
目
指
し
、
林
家
の
皆
さ
ん
・

県
・
町
・
森
林
組
合
な
ど
関
係

機
関
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

林
道
開
設
、
担
い
手
の
育
成
な

ど
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
事
業
の
実
施
に
当
た
り

ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

林
道
計
画
時
に
、
表

3

「
林

道
中
津
大
窪
線
利
用
計
画
」
の

と
お
り
施
業
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
施
業
に
関
す
る

各
種
補
助
事
業
も
用
意
さ
れ
て

お
り
、
今
後
の
施
業
の
促
進
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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肱
川
町
で
、
昭
和
四
十
三
年

度
か
ら
林
業
構
造
改
善
事
業
を

導
入
し
、
林
業
経
営
基
盤
の
確

立
と
近
代
化
、
人
材
育
成
な
ど
、

そ
の
時
代
に
即
応
し
た
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
十
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
「
経
営
基
盤
強
化
林
業

構
造
改
菩
事
業
（
事
業
体
育
成

3
 
林道中津大窪線利用計画

林業構造改善

事業の現況と

今後の林業

行政の方針

利用対象森林 生産計画
路線明

面積 蓄積 素材生産伐採面積 造林 保育

林道
ha ha ha ha 

中津大窪線
41.07 9.172 836 21.87 0.74 7.50 

二
月
二
十
二
日
、
肱
川
町
公

民
館
で
「
城
川
・
喜
多
地
域
林

業
活
性
化
推
進
協
議
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
で
「
肱
川
流
域
の
林

業
は
、
肱
川
を
運
搬
の
脈
路
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。
今
後
、

事
業
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で

も
、
流
域
で
連
携
・
連
絡
を
取

り
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
林
業
基
盤
の
整
備
を
図
っ

型
）
」
に
つ
い
て
は
、
森
林
所

有
者
の
協
同
組
織
で
あ
り
地
域

林
業
の
担
い
手
で
あ
る
森
林
組

合
の
経
営
の
効
率
化
・
安
定
化

を
目
指
し
基
盤
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
施
業
の
組
織
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域

協
議
会
活
動
と
普
及
啓
発
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
肱
川
町
に
お
け
る
森

林
面
積
は
約
四
千
六
百

ha
と
な

り
、
町
全
体
の
面
積
の
約
七
―
―
―

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
戦
後
、

積
極
的
に
植
林
を
進
め
て
き
た

結
果
、
約
二
千
六
百
ha
が
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
・
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
人
工

城川・喜多地域

林業活性化推進

協議会開催

（肱川町）

て
い
く
う
え
で
林
業
構
造
改
善

事
業
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
」
と
、
開
催
町
村
で
あ
る

当
町
の
大
野
町
長
が
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
城
川
町
・
長
浜
町
・

内
子
町
・
肱
川
町
・
河
辺
村
の

林
業
関
係
者
（
林
家
代
表
者
・

森
林
組
合
長
・
市
町
村
担
当
課

長
）
及
び
県
林
業
担
当
職
員
、

県
森
連
大
洲
木
材
市
場
所
長
が

出
席
し
、
林
業
構
造
改
菩
事
業

の
計
画
内
容
や
進
捗
状
況
、
今

後
の
林
業
に
関
す
る
課
題
に
つ

い
て
、
報
告
・
検
討
・
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

林
業
構
造
改
菩
事
業
に
つ
い

て
は
、
ど
の
町
村
に
お
い
て
も

林
と
な
り
、
人
工
林
率
も
約
五

五
％
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
肱
川
町
の
人

工
林
に
つ
い
て
は
約
六
五
％
を

三
五
年
生
以
下
の
若
齢
林
が
占

め
て
お
り
、
今
後
も
間
伐
・
枝

打
ち
な
ど
の
施
業
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
都
市
部
の
人
々
に
保

水
•
水
源
涵
養
・
土
砂
流
出
防

備
及
び
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
の

森
林
な
ど
、
森
林
の
持
っ
て
い

る
公
益
的
機
能
の
重
要
性
を
見

直
す
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め

国
・
県
で
は
保
安
林
の
施
業
に

計
画
の
と
お
り
事
業
が
推
進
さ

れ
、
事
業
の
効
果
に
期
待
が
か

か
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
の
林
業
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
は
、
ど
の
市
町
村
に

お
い
て
も
担
い
手
の
不
足
、
木

材
市
況
や
し
い
た
け
価
格
の
低

迷
及
び
生
産
量
の
減
少
な
ど
の

問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
各
町

村
の
取
り
組
み
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
城
川
町
や
河
辺
村
で

運
営
さ
れ
て
い
る
農
林
業
公
社

に
つ
い
て
、
状
況
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

今
後
も
林
業
構
造
改
菩
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
林
業
施
策
全

対
す
る
助
成
な
ど
新
し
い
施
策

の
打
出
し
が
活
発
化
し
て
い
ま

す。
林
業
の
置
か
れ
て
い
る
現
状

は
、
林
業
就
労
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
、
木
材
及
び
特
用

林
産
物
の
市
況
の
低
迷
な
ど
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
林
業
構
造
改
善
事
業
は

も
と
よ
り
、
国
・
県
の
各
種
補

助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、

生
産
性
の
向
上
及
び
生
活
基
盤

の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

大
谷
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る

保
安
林
関
係
事
業
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
森
林

城
川
・
喜
多
地
域
林
業
活
性
化

推
進
協
議
会
風
景

般
に
お
い
て
肱
川
流
域
で
連
携

し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
の
認
識
で
協
議
会

を
終
了
し
ま
し
た
。
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平成12年度の国民年金保険料は

~13,300円です。（付加保険料は400円）

保険料は前納（一括）払いが

お得です

そこで

4月中に 1年分、または 6カ月分をま

とめて前納すれば、保険料が割引きにな

る制度があります。

前納する場合、前納をする各月の保険

料の利息相当額を差し引いた金額を納付

します。

6カ月前納は毎年4月～9月と10月～

3月の期間となります。

お得ですので、ぜひご利用ください。

毎月納めた場合 前納した場合 割引額 納期限

定 1年前納

額 (13,300円X12月） 155,750円 3,850円 4月28日

保
159,600円 6カ月前納険 78,920円 X 2 1,760円

前期 4月28日

料 157,840円 後期 10月31日

定 は
1年前納

額 (13,700円X12月） 160,430円 3,970円 4月28日

保＋保
164,400円 6カ月前納険 険 81,290円 X 2 1,820円

前期 4月28日

料 料 162,580円 後期 10月31日

※希望される方は4月14日（金）までに申し出てください。

抽選で60名に図書券
200名にテレホンカード

をプレゼント！ 鰐

ハガキで下の要領で、ふるって応募してください。

■締め切り
平成12年 5月31日必着

■当選発表

■応募資格
4月に平成12年度保険料を 1年分
前納された人

■応募方法
廷年金番号

［：；全1対する

松
山
市
＿
番
町
＿
・
九
＇
十
五

E
 
囮＠
愛
姐
社
会
保
険
事
務
局

回回
国

民

年

金

前

納

回

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

係

図

□5 
「年金えひめ」 7月号の紙

面で発表します。

（図書券のみ）

なお、テレホンカードは発

送をもって代えさせていた

だきます。

「保険料を納めるのが困難」なときは、 「国民年金保険料免除制度」の相談を！

／ 
保険料の免除
病嵐＼入院、＿失業、名営業不振など

で、保険料を納めるのが困難な場合

は、保険料の納付が免除される制度

があります。

申請手続き等については、一度ご

相談ください。

※免除期間は3月末までです。
4月から免除を希望される方は4月
14日（金）までに申し出てください。

未納にするのと免除を受けるのでは、将来、

年金を受けるときに大きく違いがでます。

受給資格期間に入りません

年金額に反映されません

納期限から2年を過ぎると保険料
を納めたくても納められません

受給資格期間に入ります

免除期間は年金額に3分の1が
反映されます。

1呻の分までさ力四まって納め
ることがてき年租彫を増両さます

（当時の保険料に加算額がつく場合があります）
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願いをこめて「ひな流し」

社
協
た
よ
り

給
食
に
「
お
は
ぎ
」

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎

年
六
回
(
+
月
ー
三
月
）
ま
で
月

一
回
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
、

独
居
老
人
を
対
象
に
給
食
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
二
月
に
は

「
お
は
ぎ
」
を
作
り
弁
当
と
一

緒
に
配
付
し
ま
し
た
。
こ
の

「
お
は
ぎ
」
は
毎
年
、
民
生
委

員
女
性
部
の
六
人
全
員
が
早
朝

よ
り
心
を
こ
め
て
作
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

手
作
り
の

「
お
は
ぎ
」
を
も

ら
い
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
民
生
委
員
女
性
部
で

は
、
さ
さ
や
か

で
は
あ
り
ま
す

が

「
ま
ご
こ
ろ
」
を
伝
え
よ
う

と
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

三
月
四
日
、
中
野
幼

稚
園
児
と
お
年
寄
り
合

わ
せ

て
三
十
一
人
が
役

場
下
の
河
原

で「

ひ
な

流
し
」
を
楽
し
み
ま
し

こ。t
 この
行
事
は
、
小
藪
．

中
央
老
人
ク
ラ
ブ
と
中

野
幼
稚
園
児
が
毎
年
開

゜
の
サ
ー
ビ
ス

ま
た
、

「
お
は
ぎ
」
作
り
に

福
田
保
さ
ん
、
谷
田
善
和
さ
ん
、

山
本
節
子
さ
ん
に
材
料
を
寄
贈

い
た
だ
き
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

園
児
た
ち
は
手
作
り
の
舟
に
お

ひ
な
さ
ま
を
乗
せ

て
次
々
と
川

へ
流
し
て
い
き
ま
し
た
。

ひ
な
流
し
が
終
わ
る
と
圏
児

た
ち
が
お
年
寄
り
の
方
々
か
ら

お
菓
子
な
ど
を
も
ら
い
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

二
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
し
た
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
の
結
果
に
つ
い
て
森

・

肱
栄

・
上
敷
水

・
下
嵯
峨
谷

2
・
上
嵯
峨
谷
部
落
の
金
額

及
び
戸
数
の
欄
が
そ
れ
ぞ
れ

ゼ
ロ
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
昨
年
十
二
月
二
十
四
日

に
確
実
に
募
金
を
頂
い

て
お

り
ま
し
た
。
事
務
局
の
手
違

い
で
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
致
し
ま
し
た
。
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
訂
正
後
の
部
落
別
明

細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

額
の
訂
正
に
つ
い
て

肱川町社会福祉協議会

8 (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

敷

水

森

本

邦

雄

様

大

和

沖

寿

恵

様

白

石

森

繁

夫

様

中

居

谷

桜

田

治

男

様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

0部落別明細
部 落 金額 戸数 部落 金 額 戸数

小畑井 2,000円 4 下鹿野川 23,580円 43 
萩野尾 2,000 4 上鹿野川 24,500 40 
汗 生 14,500 21 兄＇ 造 2,500 5 
道野尾 20,108 41 見の越 3,000 6 
上森山 6,300 13 月野尾 7,000 14 
八重栗 5,500 11 下敷水 7,500 11 
山 槌 10,000 20 敷 水 10,000 20 
協 生 44,500 28 上敷水 3,000 7 
嘉 城 9,500 16 下嵯峨谷1 8,001 13 
北/‘ 栄 30,000 56 下嵯餓谷2 1,000 2 
中居谷 23,188 43 上嵯峨谷 7,500 11 
白 石 9,000 17 菟野尾 9,700 21 
影 地 8,825 16 橡の木瀕 1,500 3 
広 常 18,500 34 柳 10,940 20 
久 保 18,500 35 郷 7,500 15 
大 平 14,360 26 市 之畦 9,000 16 
大屋敷 7,500 15 瓜 生谷 ・7,500 15 
森 6,550 10 町 8,100 16 
肱 栄 6,500 13 藤野原 9,000 18 
大 和 17,620 34 小 倉 2,500 5 
中 野 33,000 56 中 津 10,500 20 
小 藪 24,500 52 合 計 506,272 886 

喜
多
郡
民
生
児
童
委
員
研
修

会
が
二
月
二
十
九
日
、
河
辺
村

老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー
に
お
い

て

郡
内
の
委
員
約
百
十
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
格
的
な
少
子

・
高
齢
社
会

を
目
前
に
控
え
、
私
逹
は
、
家

庭
・
地
域
の
な
か
で
健
康
で
生

き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
望
ん
で
お
り
、
地
域
住
民

の
身
近
な
相
談
、
支
援
と
民
生

委
員
の
果
た
す
役
割
は
高
ま

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
、

民
生
委
員
と
し
て
の
資
質
向
上

と
連
携
の
強
化
を
図
る

こ
と
を

目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。午
前
中
は
、

「
今
を
大
切
に

生
き
る
」と
題
し
て
、
生
涯
学

習
推
進
講
師
井
上
昌
俊
先
生
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
、

「
小
さ
な
街
の
灯
」と

い

う
映
画
を
見
て
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま

す
多
様
化
す
る
問
題
に
参
加
者

は
、
一
生
懸
命
で
し
た
。
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第49回即＼＼町森林組合通常総会
--がる

風でロマ

総会であいさつする組合長

運営の基本方針

森
林
組
合
だ
よ
り

去る二月十七日、肱川町公民館に於いて、第

四十九回森林組合通常総会が開催された。総会

には、八幡浜地方局大洲出張所逸見享林業課長、

県森連今井央常務理事、財団法人日本きのこセ

ソター四国事業所林左内所長、肱川町森繁助役、

町内団体の方のご臨席のもと開催され、河野代

表理事組合長の挨拶の後、議長に下石勲氏を選

任して議事に入った。第一号議案から十三号議

案まで、原案通り可決された。周藤理事の椎茸

生産活動の拡大等組合事業の推進に対する協力

を強く要望して閉会した。

運営の基本方針・新役員・

出資増資計画•最近の事業総損益は別表の通りです。組合員の御協力をお願いします。
健全なる森林の造成施業等、林業振興事業推進にあたって

は、木材，椎茸価格の低迷がつづき極めて厳しい情勢であ

総 括 りますが、この時こそ地域林業の担い手にふさわしく活動

が出来る組合体制の強化をはかりつつ各種事業の拡大充実

をはかり森林の保全と生産性の向上に努める。

1 流域森林総合整備事業の推進と育林技術の向上

指導部門 2.共同及び協業体制の確立をすすめ，林業経営の近代化

3.森林の公益機能の確保に関する事業の推進

1.木材，椎茸，緑化木，その他の系統共販を推進

販売部門
2.間伐，除伐施業協業による林産事業を拡充

3.椎茸共同選別，共同計算の成果向上

4.椎茸加工品の生産販売の拡大

購買部門
1 優良山行苗木を生産し斡旋

2.生産資材の斡旋，系統購買を推進

1.林道，作業道、林内作業車道の開設を推進

2.受託森林造成事業の拡充と，森林経営事業の実施

利用部門 3.椎茸楕場造成事業を実施

4.木材利用拡大事業の推進

金融部門
1.組合員に対する林業振典資金の貸付

2.制度資金を活用し林業経営の近代化

1.職員の資質の向上

管理部門
2.健全な組合運営と活動を展開

3.肱川グリ ーソサービス会員の増員強化

4.森林組合広域合併の研究

新役員 平成12年 2月21日就任

氏 名 住 所 種別

河 野 美 治 山鳥坂608 理事

台 本 治 雄 宇和川1353 ” 
西 本 繁次郎 中居谷947 ” 
水 口 石 衛 大谷2350 ” 
宮 田 徹 予子林951 ” 
周 藤 春 馬 西325 ” 
上 田 武 名荷谷1282 ” 
丘ノ・ヽ 頭 春 雄 西50 ” 
宮 亀 男 中津737 ” 

藤 JI I 只＇ 名荷谷3475 ” 
森 本 鹿 雄 山鳥坂2696 ” 
山 本 早ヤ 山鳥坂4633 ” 
神 井 恵一郎 宇和川867 監事

沖 野 次 雄 大谷2653-1 ” 
上 岡 茂 名荷谷2155-5 ” 

出資金増資計画 12年度増資計画

増資計画目標完了者

員数 ロ 数 金 額

524 181,433 36,286,600 

増資計画目標未完了者

員 数 ロ 数 金 額

347 96,946 19,389,200 

員数 ロ 数 金 額

347 21,621 4,324,200 

未完了者の残増資目標額
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事業総損益 （千円）

年
収 益 費 用 事業総利益 事業管理費 事業利益 事業外損益 特別損益

当期未処
度 分剰余金

57 234,446 184,741 49,705 48,029 1,676 △1,534 192 334 

58 265,775 219,058 46,717 43,221 3,496 △3,093 78 481 

59 326,109 279,598 46,511 39,920 6,591 △6,211 194 574 

60 277,133 234,056 43,077 40,676 2,401 △1,981 123 543 

61 237,452 189,147 48,305 42,619 5,686 △5,394 99 391 

62 298,477 249,312 49,165 42,991 6,173 △3,649 △2,480 365 

63 311,735 258,303 53,431 49,245 4,186 △3,761 425 501 

1 248,104 193,272 54,832 49,738 5,093 △4,823 △ 14 457 

2 271,595 217,953 53,641 50,527 3,114 △3,403 3,559 313 

3 240,297 187,172 53,125 50,397 2,728 △6,852 4,424 314 

4 253,521 190,522 62,998 59,125 3,873 △5,668 1,996 365 

5 234,555 165,201 69,354 64,003 5,350 △4,996 

゜
570 

6 424,027 348,656 75,371 70,759 4,612 △3,180 93 1,127 

7 349,344 270,806 78,537 73,697 4,840 △3,587 △ 35 1,094 

8 282,731 205,580 77,151 76,550 601 1,047 △ 27 1,195 ， 240,473 164,722 75,751 74,656 1,095 △ 795 △ 29 832 

10 256,777 182,845 73,932 72,363 1,569 △1,465 

゜
1,381 

11 265,633 200,507 65,126 78,941 △13,815 △ 276 △ 216 △13,526 

r-----------------------------------＿一忍-------［
亨三疇
優良材牛産は直材づくりから．I 椎茸生性はクヌギ林造成から．I

県森連市況
平成12年 2月26日市

大洲木市 （単位m'当り：円）

長さ 末口径
スギ ヒノキ マツ

その他
直曲がり 直 曲がり 直

7 cm 下上本 384本 270本 500本本 3 5 5 
8 cm 本 465本 368本 638
4m 13 cm上19,500 13,600 35,500 26,300 18cm上20,000
18 cm上18,600 12,600 36,500 28,500 24cm上24,000
2 4 cm上18 200 13 450 38 000 32 000 30cm上34000 
7 cm下本 200本 170本 245本 170
8 CJD上本 本 235本 本 356

3m 11 cm上12,600 18,600 
13 cm上19,200 12,100 35,000 28,000 18cm上18,000
18 cm上17,800 16,200 33,300 30,600 ね4C1II上20,000
2 4 cm上17 300 11 300 27 500 18 600 l'lOcm上23000 
7 cm下本 一 本 ー 本 一 本

2m 8 cm上本 一 本 一 本 一 本
16 cm上 13cm上
30 cm上 13ocm上

6m 13 cm上25,100 19,700 51,300 41,900 18 CID上24 300 20 600 45 000 40 000 
特選

足 場 lm当たり円～円

月IJ回同様 杉材・桧強柱保材合中心に保も合あ。
備考 小径木、松ヽ は の径級 り。

|乾椎茸市況（松山椎茸市場） 1

市売日…乎成12年 1月27日
市売数呈・・・700ケース 10,250kg 
平均単価 2,016円
銘柄別単価

銘柄 価 格 相場 銘柄 価 格 相場

こうこ ～ 特用大 1,500 ~ 2,500 保
大 厚 3,000 ~ 7,000 弱 特用中 1,500 ~ 3,000 保
中 厚 3,000 ~ 8,090 忌号 特用中小 1,500 ~ 3,000 保
中小厚 2,000 ~ 5,000 忌忌 特用小 1,200 ~ 2,000 忌号
4ヽ 厚 1,500 ~ 4,000 忌忌 大バレ 1,200 ~ 2, 000 保
大ウス 1,500 ~ 4,800 弱忌 中パレ 1,200 ~ 2,000 保
中ウス 1,500 ~ 4,800 保 中小パレ 1,000 ~ 1,500 保
中小ウス 1,300 ~ 4,000 保 ＇」、バレ 300 ~ 800 保
／」、ウス 1,000 ~ 3,500 保 変 形 1,000 ~ 1,800 蔀号
ジャミ 300 ~ 1,000 弱 色悪ウス 300 ~ 1,600 弱
どんこ大 ～ 色悪パレ 300 ~ 1,200 街号
どんこ中 ～ /B粒 ド`ノコ ～ 
どんこ小 900 ~ 2,500 忌号 スライス 300 ~ 6,000 保

,'!!！!!＇,'‘,、9,‘,
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復刻 した版画を贈呈

一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月
七
日
ま
で
、
助
役
を
団
長
に

使
節
団
五
人
が
、
ア
メ
リ
カ
エ
ル
ヴ
ィ
エ
ム
美
術
館
を
訪

れ
、
復
刻
し
た
喜
多
川
歌
麿
の
浮
世
絵
「
狐
釣
之
図
」
を

贈
呈
、
ま
た
、
博
物
館
等
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

現
地
時
間
の
二
月
一
日
、
肱
川
町
が
復
刻
し
た
浮
世
絵

を
使
節
団
一
行
が
持
参
、

エ
ル
ヴ
ィ
エ
ム
美
術
館
ラ
ッ
セ

ル
・パ

ソ
チ
ェ
ソ
コ
館
長
へ
町
長
か
ら
の
親
書
を
助
役
が

代
読
、
復
刻
し
た
版
画
を
贈
呈
し
、
美
術
館
と
し
て
の
今

、
t

｀T＼℃ 
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後
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

森
団
長
よ
り
、
現
在
肱
川
町
が

計
画
を
し
て
い
る

「
歌
麿
館
」

の
構
想
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

し
、
日
本
一
の
歌
麿
館
を
目
指

し
た
い
と
述
べ
、
収
蔵
さ
れ
て

い
る
版
画
の
借
用
に
つ
い
て
お

願
い
し
ま
し
た
。
パ
ソ
チ
ェ
ソ

コ
館
長
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
今
後
の
お
つ
き
あ
い

と
し
て
、
で
き
る
限
り
の
協
力

を
し
ま
し
ょ
う
と
快
諾
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
一
行
は
館
長
自

ら
館
内
を
案
内
し
て
も
ら
う
等

の
歓
待
を
受
け
ま
し
た
。
美
術

館
が
所
有
す
る
約
二
百
年
前
の

「
狐
釣
之
図
中
央
の
浮
世
絵
」

も
会
場
に
展
示
さ
れ
、
ま
た
、

訪問したエルヴィエム美術館

歌
麿
の
版
画
を
は
じ
め
、
数
十

点
（
全
て
本
物
）
を
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
席
上
、
パ
ソ

チ
ェ
ソ
コ
館
長
か
ら
、

「
風
の

博
物
館
」
に
つ
い
て
、

「
ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
で
あ
る
が
、
ど
う
い
っ

た
施
設
で
す
か
」
と
質
問
さ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
で
、
エ
ル
ヴ
ィ
エ
ム
美

術
館
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
、

エ
ル
ヴ
ィ
エ
ム
美
術
館
は
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
北
東
部
、
ウ

イ
ス
コ
ソ
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ソ

（
人
口
四
十
万
人
）
に
あ
る
州
立

マ
デ
ィ
ソ
ソ
大
学
内
に
あ
る
美

術
館
で
、

大
学
に
は
四
万
人
の

学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
美

術
館
に
は
、
世
界
各
国
の
絵
画

等
の
美
術
品
約
一
万
二
千
点
、

う
ち
浮
世
絵
版
画
は
、
日

本
の
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
を

設
計
し
た
フ
ラ
ソ
ク
・
ル

長

イ

ド

・
ラ
イ
ト
の
コ
レ
ク

団
、
ソ
ョ
ン
を
購
入
し
た
約
四

森む
千
点
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

読
訪
問
団
は
、
規
模
の
大
き

さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

をジl

一
行
は
他
に
、
マ
デ
ィ

ッ
ソ
ソ
市
内
を
見
学
、
建
築

セメ
家
フ

ラ
ソ
ク
・
ロ
イ
ド
・

の長
ラ
イ
ト
が
帝
国
ホ
テ
ル
と

同
時
期
に
設
計
し
た
教
会

町

を
見
学
、
教
会
の
壁
画
に

は
歌
川
広
重
の

「東
海
道

五
十
三
次
」
の
版
画
が
数

十
点
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ

の
三
大
美
術

館
の
ひ
と
つ
シ
カ
ゴ
美
術
館
も

見
学
、
収
蔵
品
は
三
十
万
点
以

上
（
実
際
に
展
示
さ
れ
て
い
る

の
は
約
二
千
点
）
で
、
広
大
な

展
示
室
の
一
角
に
、
歌
麿
、
写

楽
、
清
信
ら
の
浮
世
絵
が
展
示

し
て
あ
り
ま
し
た
。
一
行
が
驚

い
た
こ
と
に
は
、
ど
こ
の
施
設

内
で
も
写
真
撮
影
を
認
め
、
近

づ
い
て
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
こ

と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

最
終
日
に
は
、
浮
世
絵
の
復

刻
を
委
託
し
た
京
都
の
業
者
を

見
学
、
版
木
約
十
万
枚
が
納
め

ら
れ
て
い
る
蔵
を
見
学
し
ま
し

こ。f
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復刻を委託した先の版木を見学
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エルヴィエム美術館所蔵の浮世絵を見学

、,`
静けさの中の熱き戦い

文
化
協
会
主
催
囲
碁
大
会
を
、

二
月
二
十
日
（
日
）
公
民
館
で
行

い
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
初
級
、

中
級
、
上
級
の
三
つ
の
ク
ラ
ス

に
わ
か
れ
、
二
十
六
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
は
参
加
人
数

が
多
く
、
一
室
だ
け
で
は
碁
盤

が
置
け
な
い
の
で
、
上
級
者
を

別
室
に
し
て
行
い
ま
し
た
。
上

級
者
ク
ラ
ス
で
は
、
碁
石
を
お

く
音
が
部
屋
に
響
い
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
中
級
•
初
級
者
ク

ラ
ス
は
、
和
気
謁
々
と
囲
碁
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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お
し
ど
り
吟
行

会
を
、
二
月
十
日

（
木
）
、
肱
川
町
文

化
協
会
主
催
（
石

楠
花
俳
句
会
と
河

鹿
俳
句
会
合
同
）

で
開
催
し
ま
し
た
。

ダ
ム
周
辺
を
ま
わ

り
な
が
ら
俳
句
を

考
え
、
午
後
か
ら

は
か
ん
ぽ
の
宿
で

批
評
を
行
い
ま
し

た。
優
秀
句
は
次
の

と
お
り
で
す
。

三準優 c
優ク
位勝勝ラ
ス

上羽大
甲浦藪

芳英高
幸雄志

三準優 B
優ク
位勝勝ラ

ス

福篠兵
田崎頭

幸秀竹
男矢夫

三準優 A
優ク
位勝勝ラ

ス

福兵緒
田頭方

哲治
秋充彦

入

選

句

鴨
翔
ん
で
飛
ん
で
廻
っ
て
舞
ひ
も
ど
る

稲

田

数

魚

鴛
病
の
恋
敵
を
追
ふ
波
し
ぶ
き

都

谷

征

也

み
な
違
ふ
橋
の
か
か
り
て
鴛
癒
の
湖

隅

田

一

恵

鴨
翔
ち
て
よ
り
み
づ
う
み
の
淋
し
さ
よ

清
水
美
和
子

準
特
選
句

鴨
な
る
や
鴛
喬
な
る
や
遠
眼
に
は

三

好

仙

里

（ 
お四国学級
第15期生の
延期について

12月号で募集して

おりましたが、募集

人員が足りませんで

したので延期します。

二
句
総
合
点
上
位
入
賞
者

一

位

十

四

点

大

洲

市

墨

田

一

恵

二

位

十

点

砥

部

町

重

松

里

人

三

位

九

点

長

浜

町

都

田

ま

さ

こ

四

位

八

点

五

十

崎

町

稲

田

数

魚

五

位

六

点

大

洲

市

都

谷

征

也

六

位

六

点

内

子

町

大

島

慧

子

七

位

五

点

宇

和

町

三

好

仙

里

勉

準
特
選
句

鴛
喬
喘
く
や
ダ
ム
湖
の
朝
の
し
ず
け
さ
に

長
戸
弥
知
香

井
口
さ
だ
お
先
生
選

特

選

句

瑕
玖
の
湖
を
褥
に
浮
寝
鴨重

松

里

人

鴛
喬
を
見
る
明
日
東
京
へ
発
つ
人
と

隅

田

一

恵

入

選

句

鴛
鴛
の
乏
く
ダ
ム
の
二
の
淵
三
の
淵

平

岡

保

人

両
の
足
水
踏
ん
ば
っ
て
鴛
病
翔
て
り

菅

野

松

雄

鴛
喬
の
陰
へ
陰
へ
と
水
尾
を
曳
く

兵
頭
ミ
ュ
キ

鴨
の
声
鴛
喬
の
声
し
て
朝
の
湖
板
倉

‘̀ 

重
松
里
人
先
生
選

特

選

句

鴛
鴛
の
羽
を
広
げ
て
見
せ
に
げ
り

都

谷

征

也

襖
絵
を
抜
け
て
水
尾
曳
く
つ
が
ひ
鴛
喬

長
戸
弥
知
香
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新
し
い
時
代
を
拓
く
心
を
育
て
る
た
め
に

子
ど
も
の
個
性
を
大
切
に
し
、
未
来
へ
夢
を
も
た
せ
よ
う

子
ど
も
の
よ
い
と
こ
ろ
を
ほ

め
て
伸
ば
そ
う

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち

の
よ
さ
や
個
性
を
伸
ば
し
て

い
く
た
め
に
は
、
親
が
そ
れ

ら
を
見
い
だ
し
、
上
手
に
ほ

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ほ
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

子
ど
も
は
喜
び
を
感
じ
、
自

尊
心
や
自
ら
へ
の
誇
り
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
生
き
生
き

と
自
分
自
身
の
よ
さ
や
個
性

を
伸
ば
し
て
い
く
。

し
つ
け
に
つ
い
て
、

「
七

っ
ほ
め
て
三
つ
叱
れ
」
と
言

わ
れ
る
が
、
実
際
は
そ
れ
を

怠
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

親
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
子

ど
も
を
本
気
で
ほ
め
る
と
い

う
こ
と
に
意
識
的
に
努
力
す

る
必
要
が
あ
る
。
子
ど
も
を

「
本
気
で
」
ほ
め
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
を
よ
く
見
、
そ

の
子
の
よ
さ
を
伸
ば
し
、
よ

り
よ
い
人
格
の
形
成
を
促
そ

う
と
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
は
、

単
に
子
ど
も
を
甘
や
か
し
た

り
、
そ
の
言
い
な
り
に
な
る

こ
と
と
は
異
な
る
。

子
ど
も
を
ほ
め
る
契
機
を

つ
く
る
た
め
に
も
、
子
ど
も

に
家
庭
の
中
で
役
割
を
担
わ
せ

る
こ
と
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
家

事
を
手
伝
っ
た
子
ど
も
を
ほ
め
、

「
自
分
は
人
の
た
め
に
役
に
立

ち
、
だ
れ
か
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
感
覚

（
自
己
有
用
感
）
を
持
た
せ
る
こ

と
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
寄
与

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

同
時
に
、
叱
り
方
に
つ
い
て

も
注
意
し
た
い
。
横
並
び
意
識

な
ど
が
根
強
い
我
が
国
で
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
が
、
他
の
子
ど

も
と
比
較
し
て
叱
る
と
い
う
こ

と
は
、
子
ど
も
の
自
尊
心
を
は

ぐ
く
む
上
で
好
ま
し
く
な
い
。

こ
う
し
た
点
に
留
意
し
な
が

ら
、
叱
る
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ

か
り
叱
る
、
ほ
め
る
べ
き
と
き

は
本
気
で
ほ
め
る
と
い
う
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
強
調
し
て

お
き
た
い
。

人
間
と
し
て
の
生
き
方
や
こ
れ

か
ら
の
社
会
に
つ
い
て
子
ど
も

に
語
り
か
け
、
子
ど
も
の
将
来

の
夢
と
希
望
を
聞
こ
う

今
日
の
我
が
国
の
子
ど
も
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
将
来
へ
の
夢

や
希
望
を
持
っ
て
努
力
し
て
い

る
子
ど
も
も
い
る
一
方
、
自
分

に
つ
い
て
低
い
評
価
を
下
し
た

り
、
将
来
に
向
け
た
夢
や
希
望

を
持
た
な
く
な
っ
た
り
し
て
い

る
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

六
か
国
の
小
学
生
に
、

「
ど
ん

な
大
人
に
な
れ
そ
う
か
」
と
尋

ね
る
と
、

「
皆
か
ら
好
か
れ
る

大
人
に
な
る
」
、
「
有
名
な
人
に

な
る
」
、
「
お
金
持
ち
に
な
る
」

等
、
い
ず
れ
の
項
目
で
も
、
日

本
の
子
ど
も
は
「
き
っ
と
そ
う

な
れ
る
」
と
思
う
割
合
が
対
象

国
中
、
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
将
来
へ
の
自
信
の
な

さ
や
、
将
来
に
向
け
た
夢
や
希

望
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
ま
じ
め
に

努
力
す
る
こ
と
を
放
棄
し
た
り
、

そ
の
大
切
さ
を
認
め
な
い
姿
勢

に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
そ
し
て

⑥⑯⑨e@R会員募集
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目
先
の
楽
し
さ
を
求
め
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
う
。
人
の
暮
ら

し
方
に
関
す
る
青
少
年
の
意
識

調
査
に
よ
れ
ば
、
「
そ
の
日
そ

の
日
を
楽
し
く
生
き
た
い
」
と

い
う
回
答
が
上
位
に
あ
る
こ
と
、

あ
る
い
は
「
今
よ
り
も
将
来
の

た
め
に
努
力
す
る
」
こ
と
に
同

意
す
る
す
る
者
が
他
国
に
比
し

て
少
な
い
こ
と
な
ど
に
も
そ
れ

は
現
れ
て
い
る
。

将
来
に
向
け
た
積
極
的
な
心

を
育
て
る
た
め
、
親
は
、
自
分

自
身
の
経
験
や
、
よ
り
よ
い
社

会
づ
く
り
に
汗
を
流
し
て
い
る

様
々
な
人
々
の
生
き
方
な
ど
を

題
材
に
し
な
が
ら
、
人
間
と
し

て
の
生
き
方
に
つ
い
て
語
り
か

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま

1目的
0ポランティア活動の在り方や聴覚障害者に
対する理解を深める

〇手話に親しみ、手話を通してお互いの交流

と親睦を図る

2主催
肱川町公民館

3日時
年7回（第2水曜日）
4場所
肱川町公民館

5講師
手話サークル大洲 「ドリーム」関係者

6対象者
どなたでも

7募集人数
20名
8年会費
500円（資料代として）
9申込先
肱川町さわやかポランティア事務局

霜話 34-3424（担当宮田）
10しめきり
平成12年4月20日（木曜日）

19時30分～21時

た
、
社
会
が
急
速
に
変
化
す

る
中
、
我
々
が
ど
の
よ
う
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
に
自
分
た

ち
が
そ
の
課
題
に
か
か
わ
っ

て
い
け
る
の
か
と
い
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
話
題
に
す
る
機

会
を
是
非
持
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
そ
の
時
は
、
子
ど

も
た
ち
の
夢
や
希
望
に
耳
を

傾
け
、
励
ま
す
姿
勢
を
示
す

こ
と
を
求
め
た
い
。
さ
ら
に
、

子
ど
も
が
成
長
し
て
・
き
た
ら
、

「
自
分
が
ど
ん
な
人
間
で
あ

り
、
ど
ん
な
人
間
に
な
り
た

い
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
深

く
考
え
る
よ
う
促
し
て
ほ
し

、o
し
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我
ら
広

11
町
青
年
団
は
、

バ
レ
ン
タ
イ
淵
ヂ

4
ー
・
イ
ヴ

二
月
十
三
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
喜
多
郡
青
年
文
化
発
表
会
に

参
加
し
、
自
作
？
パ
ク
リ
？
＞

T
R
を
ご
披
露
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
連
日
連
夜
の
努
力

と
我
を
捨
て
た
か
い
も
あ
っ
て
、

見
事
、
優
秀
賞
を
獲
得
。

午
後
か
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
で
、

我
ら
が
団
長
を
は
じ
め
各
団
の

方
々
の
歌
声
に
酔
い
し
れ
た
一

方
で
、
あ
る
意
味
寒
さ
に
耐
え

切
っ
た
肱
川
町
青
年
団
は
、
又
、

―
つ
大
き
く
成
長
し
た
か
な
？
っ

て
感
じ
で
す
。
何
は
と
も
あ
れ
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

青年団だより

令
年
の
郡
文
化
祭
は
、
「
歌

麿
版
木
で
き
る
か
な
」
と
題
し

た
自
作
ピ
デ
オ
で
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
ま
で
あ
ま
り
時
間
が

な
く
自
作
ピ
デ
オ
と
呼
べ
る
仕

上
が
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
発
表
の
部
二
位
と
い
う

栄
誉
を
い
た
だ
け
た
の
で
良
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

来
年
は
、
発
表
の
部
＿
位
目

指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。大
輔

優

G
秀

ET 
賞
ー
・

、`

私
に
と
っ
て
二
度
目
と
な
る

文
化
発
表
会
は
、
私
の
中
に
青

春
の
淡
い
思
い
出
と
多
少
の
笑

い
を
残
し
、
あ
わ
た
だ
し
く
去
っ

て
い
き
ま
し
た
：
・・
:
0

優
秀
賞
を
頂
い
た
時
は
、
か

ぷ
り
も
の
を
し
て
ピ
デ
オ
に
出

演
し
て
良
か
っ
た

0
と
思
っ
た

瞬
間
で
し
た
。

そ
う
い
え
ば
あ
の
ピ
デ
オ
は

令
、
ど
こ
に
？
心
配
で
す
：
・
O

美
登
里

優
秀
賞
、
ば
ん
ざ
S
い。

制
作
、
出
演
、
編
集
の
応
援

だ
け
（
？
）
と
頑
張
っ
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。
「
お
嫁
に
行
け

な
い
か
も
：
．
」
の
不
安
も
皆
で

ふ
き
飛
は
し
、
本
当
に
楽
し
か
っ

た
で
す
。
最
後
に
、
こ
の
場
を

お
か
り
し
て
、
ス
テ
キ
な
先
輩

0
さ
ん
、
御
指
導
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
和
恵

令
年
度
最
後
の
A
S
U
K
A

と
な
り
ま
し
た
。

合
年
の
広
報
部
員
の
メ
ン
バ
ー

は
楽
し
く
て
明
る
い
人
達
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
い
い

A
S
U
K
A
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
合
月
何
を
書
こ
う
か
悩

ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
と
か
一

年
無
事
に
広
報
と
し
て
の
仕
事

が
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

令
年
の
A
S
U
K
A
を
応
援

し
て
い
た
だ
い
た
読
者
の
方
に

は
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で

作
る

A
S
U
K
A
の
方
も
、
め

い
一
杯
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

令
年
度
一
年
間
の
ご
愛
読
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編

集

あ

と

ば

な

し

一
年
間

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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4
 
月 のヵ

●置『．冒讀閂•
レ ン
保健センター
834 -2340 

グ 1----』

［行事予定表］

種別 日（曜） 1ヽ了一 事 場 所 時 間

5 （水） 子宮がん検診・乳がん検診 保健セソター 13:00,...__,14:oo 

6 （木） 子宮がん検診 ]A予子林事業所 13:00,....__,,14:oo 

成
7 （金） 子宮がん検診 大谷公民館 13:00'"'"'14:oo 

10（月） 元気印教室 保健セ‘ノター 13:30"-'16:oo 

人 JA宇和川事業所 9 :30~9 :50 

保 岩谷ダム相談所 10:30~10:50 

健
12（水） 肺がん検診 JA予子林事業所 11 : 30,--._, 11 : 50 

大谷公民館 13:50------14:20 

保健セソター 15:00,....__,15:40 

19（水） リハビリ教室 保健セ‘ノター 13:00~16:00 

母 4 （火） 幼児教室 健康増進セ‘ノター 13:00,,...__,13:30 

i 11（火） ッベルクリソ反応 保健セ‘ノター 13:30---...,14:00 

13・（木） BCG 保健セソター 13:30,__,14:oo 

精
7 （金）

神 14（金）
デイケアー 保健セソター

保
8 : 30'"'-'16: 30 

21（金）

健
28（金）

そ 18（火） ッベルクリソ反応 ・ニ種混合 中野小・予子林小 13: 30,....,__, 14: 30 

の 20（木） BCG 中野小・予子林小 13:30,..__,14:30 

他 26（水） 献血 保健セソター 10:00,,..___,15:oo 

日（曜） 主 な 1，， 了一 事

4 （火） 不用犬引取り

各小学校入学式

10（月） 肱川中学校入学式

大洲高等学校肱）II分校入学式

18（火）
町議会議員全員協議会

不用犬引取り

19（水） 古紙収集

21（金） 定例部落長会

28（金） 町税等出張受入れ

29（土）
肱川町政発足記念式

肱川町総合落成式

4月の不燃物収集
収集日 4月15日（土）から

（出すのは14日中に）

収集地区 正山・岩谷・予子林地

区、八重栗、上森山、京造、見の

越、月野尾、大和（久下・上石丸

除く）、中野（上中野除く）、上・

下鹿野川

4
 
月 の当直医

＼ノ

日（曜） 病 院 名 電話番号

2 (日）
村上内科医院

23-3500 
（ 北 只）

村上外科医院
24- 2262 

9 (日）
（片原町）

辻内科医院
（長浜 町 ）

52-0174 

16(日）
大野内科医院

24- 6800 
（片原 町 ）

23(日）
岡 本耳鼻科

24-3752 
（本 町 ）

般
29（土）
祖母井医院

24-3756 
（中 村 ）

30(日）
沢井耳鼻科

24-2510 
（中村）

救
月 ・火 市立大 洲 病 院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大 洲中 央 病院 24- 4551 

＊一般の当直医は変更になる場合があり ますので
あらかじめ、 連絡してからお出かけください。
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